
データで見る四半世紀 
    ２０２２年 ２０１７年 ２００７年 １９９７年 

人 口  ２２７，９５７人 ２３５，９５９人 ２４３，８４４人 ２５９，２８１人 

人口密度 1ｋ㎡当たり ９，２２９人 ９，５５３人 ９，８６０人 １０，５１７人 

世帯人数 1世帯平均 ２．０人 ２．２人 ２．３人 ２．６４人 

出 生 1日に ３．８人 ４．５人 ５．３人 ７．６人 

死亡者 1日に ８．１人 ６．５人 ５．１人 ３．９人 

転 入 1日に ２０．６人 １９．９人 ２５．０人 ３５．３人 

転 出 1日に ２０．７人 ２２．６人 ２６．７人 ４１．４人 

結 婚 1日に ２．４組 ２．７組 ３．７組 ４．８組 

離 婚 1日に １．１組 １．３組 １．６組 １．６組 

高齢化率 （％） ３０．０４ ２８．７１ １９．４０ １０．３６ 

市職員 1人当たりの市民数 １８５人 ２０８人 １４６人 １０８人 

先 生 1人当たりの児童数 １４．７人 １６．９人 ２０．０人 ２１．３人 

刑法犯罪 1日の認知件数 １．１人 ６．１件 １３．１件 １２．６件 

交通事故 1日に ２．２人 ２．６件 ４．２件 ３．５件 

火 災 1日に ０．２件 ０．２件 ０．４件 ０．４件 

救急出動 1日に ４９．１件 ３８．７件 ３０．１件 ２１．１件 

商 店 1店当たりの世帯数 １１０．６世帯 １１１．０世帯 ５６世帯 ３７．９世帯 

製造業 1日当たりの出荷額 ５億円 ５億円 ６億円 ９億円 

ガス（㎥） 1日当たりの使用量       － １５０千 １６５千 １６８千 

水道（㎥） 1日当たりの使用量 ６３千 ６５千 ７３千 ８３千 

ゴ ミ 1日当たりの排出量 １７６トン １８６トン ２８９トン ３３７トン 

図書館 1日の貸出冊数 ２，６４８冊 ３，２０２冊 ２，９３１冊 ２，０９３冊 

市 税 1人当たり 125,723円 121,759円 112,941円 126,863円 
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２，４０７冊 

120,608円 

  令和４年 平成２９年 平成２４年 平成１９年 平成１４年 平成９年 

少子化に関係する数字として「出生数」「結婚数」は、２５年前と比較すると半数になっています。 

高齢者の割合は、約３倍に迫る数字となっています。 

 

このような社会の変化は、生活の中で感覚的に受け止めていると思いますが、数字を示すことで肌感覚だっ

たものが確信に変わります。 

今回、２５年間の推移を示しました。四半世紀という年月をかけてジワジワ変化したものです。 

政策誘導によって目指すべき数値に向かうよう取り組んでいるものもあれば、個人や民間の意思に委ね政策

誘導には限界があるものもあります。 
 

近年では、これまで行政で持っている膨大なデータを活用したり、新たなデータを取得することで政策立案

や事業の根拠に用いようとするなど、行政内の意識変化がでてきました。それは、データ取得に関連するデ

ジタル技術の進歩や、AIなどによる情報分析の進展、生産労働人口の減少傾向による将来の課題などが相

まって、積極的にデータ活用をしていこうとする社会全体の課題認識が原動力となっています。 

 

例えば、世帯人数の１世帯当り２．０人と表には記していますが、それは平均値です。令和２年度の国勢調

査結果を確認すると、全世帯約１０万世帯のうち約３３％は単身世帯で、その内の約４４％が６５歳以上の

高齢単身者となっています。 

このように、他のデータを組み合わせることで実態がより把握でき、課題が見えてきます。さらに新たな種

類のデータを収集・蓄積することで、課題に対するサービスの質の向上が期待できると同時に、新たなサー

ビスの創造につながると考えています。 



学校区毎の人口推移（１０年前との比較） 
 

 

 
 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

各学校区によって、人口の推移に違いが見られます。 
 

小学校区で人口が増加したのは明和、梅が丘、堀溝の各小学校区です。 

高齢化のスピードでは、この１０年間で１２．５％高くなった宇谷をはじめ、梅が丘（９．７％）、国松緑

丘（９．５％）、三井（９．４％）などは急激な変化となっています。 

この５年間で、５％以上高齢化の進んだ町丁は、仁和寺本町６丁目、点野６丁目、池田北町、葛原１丁目、

葛原新町、宝町、高柳５丁目、東神田町、成田東が丘、三井が丘２・３・４丁目、川勝町、太秦桜が丘、太

秦元町、寝屋新町、梅が丘１丁目、打上宮前町、打上南町。 
 

その結果、三井では４２．６％と突出した高齢社会になっています。 

より細かい単位である町丁で見ると、４０％以上の高齢化率の町丁は、仁和寺本町６丁目、点野６丁目、葛

原２丁目、宝町、石津中町、池田東町、川勝町、八幡台、三井が丘１～５丁目、太秦桜が丘、寝屋新町、大

谷、明和１丁目、打上南町、打上宮前町です。 
 

このような違いをしっかりと理解し、より適切なサービスへの転換が必要だと考えております。 

２０２２年  ２０１２年 

中学校 小学校 総数 ０～１４歳 ６５歳以上 高齢化率  総数 高齢化率 

第一 
東 １１，６６８ １，５６８ ３，３１３ ２８．４  １１，８７５ ２４．３ 

中央 １２，０３９ １，５７７ ３，１０４ ２５．８  １２，６３８ ２１．９ 

第二 
池田 １１，７８５ １，１９２ ３，５９１ ３０．５  １２，５４２ ２５．６ 

桜 ９，００１ ８７６ ２，６６８ ２９．６  １０，０４９ ２３．１ 

第三 
北 １４，６３８ １，４７６ ４，０８３ ２７．９  １５，０５８ ２０．６ 

田井 ９，３４３ ９７３ ２，６４０ ２８．３  １０，２６９ ２０．９ 

第四 
明和 ７，５２６ ９４６ ２，０７５ ２７．６  ７，３３７ ２３．６ 

梅が丘 ５，８８１ ７２８ ２，００３ ３４．１  ５，７２７ ２４．４ 

第五 
神田 ９，０８０ ８８７ ２，４９６ ２７．５  ９，５３１ ２２．６ 

和光 １１，１２４ １，５７９ ２，８５３ ２３．２  １１，８４６ ２０．７ 

第六 
第五 ２０，０８５ ２，６６４ ５，７００ ２８．４  ２０，４３９ ２３．４ 

国松緑丘 ８，４９４ ９４６ ２，８２６ ３３．３  ９，２７９ ２３．８ 

第七 
南 ９，７０９ ９９８ ３，１２０ ３２．１  １０，２７６ ２７．２ 

堀溝 ６，７７０ ９４５ １，８３４ ２７．１  ６，５７７ ２２．３ 

第八 
西 ７，２９２ ６５３ ２，３５０ ３２．２  ８，３５２ ２３．８ 

点野 ９，６７１ １，００２ ３，２２５ ３３．４  １０，７０８ ２５．８ 

第九 
成美 ８，８１０ ８５４ ２，８７６ ３２．６  ９，８５５ ２９．７ 

啓明 ８，８８３ ８１８ ３，０４３ ３４．３  １０，１２６ ２５．９ 

第十 
三井 ８，６４９ ６９２ ３，６８２ ４２．６  １０，２２６ ３３．２ 

宇谷 ７，３１０ ７６１ ２，３４７ ３２．１  ８，０１０ １９．６ 

友呂岐 
木屋 １０，３５２ １，２７８ ２，８４７ ２７．５  １０，５４４ １９．７ 

石津 ５，９２４ ６５９ １，７０７ ２８．８  ６，２９４ ２２．０ 

中木田 
木田 ９，１９２ ８９０ ２，７４９ ２９．９  １０，１１９ ２４．２ 

楠根 ４，７３１ ４８２ １，３５９ ２８．７  ５，０８９ ２０．５ 

校区 


